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２ （ 1 9 ・ 2 0 Ｃ 、 独 （ ）[１ ] 存 在 と 時 間） 『 』

＿ 自 分 が 現 存 在 で あ る こ と の 自 覚 → と[２ ]へ の 存 在

「 自 分 な ら で は 」 で 「 今 だ け 」 「 ど う 生 ま れ る か は 選 べ な い が 、 ど う 死 ぬ か は 選 ぶ こ と が で き る 」

で あ る こ と の 自 覚[３ ]内 存 在

「 世 界 を よ く す る の も わ る く す る の も 自 分 次 第 」

∴ 曰 常 性 や 匿 名 性 に 埋 没 し て 生 き る よ う な 、

d a s m a n （ 。 大 衆 の 「 一 粒 ） か ら 脱 却 す る こ と が で き るひ と 「 [４ ]＝ マ ン 」 」

cf . （ 1 9・ 2 0Ｃ 、 ド イ ツ の 哲 学 者 ・ 数 学 者 ） ＿ 現 象 学 の 祖[５ ]

… 「 単 な る あ ら わ れ 」 に す ぎ な い 様 々 な 現 象 に つ い て は エ ポ ケ ー （ 判 断 停 止 。 数 学「 」

用 語 で 「 括 弧 に 入 れ る ） と い う 手 法 で 排 除 す る こ と に よ っ て 「 事 そ の も の 」 や そ」 、

の よ う に あ ら わ れ る 条 件 や 構 造 を 明 ら か に し よ う と す る 哲 学

ex . 「 リ ン ゴ に 見 え る か ら と い っ て リ ン ゴ と は 限 ら な い 。 リ ン ゴ に 見 え る の は な ぜ

だ ろ う か ？ 。 ハ イ デ ッ ガ ー や サ ル ト ル も 、 現 象 学 派」

３ （ 2 0Ｃ 、 仏 （ ）[６ ] 存 在 と 無） 『 』

「 [７ ]は [７ ]に 先 立 つ 」ａ

… 各 人 が 持 ち 味 を 自 由 に 創 造

（ ） （ ） 、e x . ハ サ ミ は 本 質 も の を 切 る こ と が 実 存 ハ サ ミ で あ る こ と に 先 立 つ が

（ ） （ ）人 間 は 実 存 自 分 な ら で は で 今 だ け が 本 質 そ の 人 が 生 き る 意 味 や 価 値

に 先 立 っ て い る

ｂ 投 企 … 未 来 （ 本 質 の 形 成 ） に 向 け て 自 己 （ 実 存 ＝ 今 の 自 分 ） を 投 げ 入 れ る こ と

ｃ 自 由 と 責 任 … 自 由 だ か ら こ そ 、 責 任 が あ る

「 人 間 は [８ ]の 刑 に 処 せ ら れ て い る 」c f .

ｄ … 積 極 的 な 社 会 参 加 ・ 参 画[９ ]

∵ 世 界 内 存 在 と し て の 「 主 体 性 」 を 発 揮

e x . 市 民 運 動 で 歴 史 に 参 加 ・ 参 画

… 現 代 の 聖 者 た ち５ 人 道 主 義 （ ヒ ュ ー マ ニ ズ ム ）

( 1 ) （ 1 9 ・ 2 0 Ｃ 、 仏 ） ＿ ア フ リ カ で 医 療 と キ リ ス ト 教 伝 道[ 1 0 ]

… （ 生 あ る も の 全 て を 尊 重 ）生 命 へ の [ 1 1 ]

( 2 ) （ 2 0 Ｃ 、 印 ） ＿ イ ン ド 独 立 運 動[ 1 2 ]

[ 1 3 ] （ 真 理 の 把 持 ）１

… 精 神 力 や 愛 の 力 で 勝 利 す る こ と

２ e x . 禁 欲[ 1 4 ] （ 自 己 浄 化 ）

３ ア ヒ ン サ ー （ 非 暴 力 ・ 不 殺 生 ）

… で 英 の 植 民 地 支 配 に 対 抗非 暴 力 ・ 不 服 従 運 動

( 3 ) （ 2 0 Ｃ 、 旧 ﾕ ｰ ｺ ﾞ ｽ ﾗ ｳ ﾞ ｨ ｱ ） ＿ イ ン ド で 慈 善 活 動マ ザ ー ＝ [ 1 5 ]

c f . 「 こ の 世 に 不 要 な 人 間 な ど い な い 」


